
'03
―
'04
年
度
人
文
学
会
常
任
委
員
会
（
編
）

今
回
人
文
学
会
五
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
時
に
、そ
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
完
全
な
形
で
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
つ
は
も
ち
ろ
ん
私
ど
も
の
資
料
収
集
能
力
の
不
足
が
原
因
で
あ
る
が
、
資
料
そ
の
も
の
が
既
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
か
き
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
範
囲
内
で
辿
れ
た
足
跡
（
三
五
周
年
以
降
）
に
つ
い
て
は
下
に
掲
載
し
た
。

と
こ
ろ
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
資
料
か
ら
す
る
と
、
五
〇
年
前
の
人
文
学
会
設
立
時
に
立
ち
会
わ
れ
た
方
々
は
現
在
の
神
奈

川
大
学
に
は
お
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
設
立
当
時
の
雰
囲
気
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
わ
ず
か
二
、
三
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

そ
こ
で
多
く
の
（
特
に
若
い
）
会
員
の
方
々
に
人
文
学
会
設
立
当
時
の
事
情
あ
る
い
は
雰
囲
気
と
言
っ
た
も
の
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
一
〇
周
年
時
の
当
時
の
委
員
長
（
現
職
名：

会
長
）
草
薙
正
夫
先
生
に
よ
る
「
十
年
の
回
顧
」（
一
九
六
三
年
、『
人
文
研
究
』

第
二
四
集
）、
二
〇
周
年
時
の
山
本
新
先
生
に
よ
る
「
二
十
年
を
か
え
り
み
て
」（
一
九
七
三
年
、『
人
文
研
究
』
第
五
五
集
）
お
よ
び
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三
五
周
年
（『
人
文
研
究
』
第
一
〇
〇
集
記
念
、
一
九
八
八
年
）
時
に
七
人
の
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
た
お
言
葉
の
中
か
ら
掲
載
の
許

可
が
得
ら
れ
た
山
田
操
名
誉
教
授
と
大
林
文
彦
先
生
の
文
章
お
よ
び
関
連
す
る
人
文
学
会
の
活
動
記
録
を
再
録
す
る
こ
と
に
し
た
。
や

や
安
易
な
や
り
方
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
将
来
万
が
一
に
「
原
点
に
返
る
」
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
ぜ
ひ
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

最
後
に
三
五
周
年
（『
人
文
研
究
』
第
一
〇
〇
集
）
記
念
号
の
再
録
を
承
諾
し
て
下
さ
っ
た
当
時
の
委
員
長
鈴
木
修
一
外
国
語
学
部

教
授
、
山
田
操
名
誉
教
授
お
よ
び
大
林
文
彦
外
国
語
学
部
教
授
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
新
た
に
こ
の
特
集
号
の
た
め
に
原
稿
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
近
藤
正
栄
元
学
長
補
佐
、
お
よ
び
橋
本
侃
外
国
語
学
部
教
授
に
心

か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
文
責
　
三
星
）。

14


